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日

)
 
小

雨
の

ち
曇

り
 

◇
参

加
者

；
志

岐
 

敬
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

名
。

 

 ９
月

４
日

、
台

風
２

１
号

が
近

畿
地

方
を

通
過

、
強
風

で
各

地
に

甚
大

な
被

 

害
を

も
た

ら
し

た
。
大

阪
で

も
街

路
樹

や
公

園
の

大
木

が
倒

れ
、
屋

根
瓦

が
 

飛
ぶ

な
ど

、
記

憶
し

て
い

る
範

囲
で

は
第

二
室

戸
台

風
以

来
の

強
烈

な
台

風
 

で
あ

っ
た

。
 

先
週

、
行

仙
宿

水
場

の
大

き
な

落
石

を
苦

労
し

て
取

り
除

い
た

ば
か

り
、
 

水
場

の
状

態
、
小

屋
周

辺
の

状
況

が
気

が
か

り
で

、
確

認
の

た
め

行
仙

宿
へ

 

行
っ

て
き

た
。

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

階
段

周
り

の
整

備
 

 
 

 
 

 
 

 
第

２
ベ

ン
チ

上
で

倒
木

 

 前
日

に
奈

良
の

志
岐

さ
ん

か
ら

同
行

の
申

し
出

が
あ

り
、
大

和
上

市
駅

で
 

待
ち

合
わ

せ
R
1
6
9
を

南
へ

、
国

道
沿

い
に

倒
木

な
ど

は
無

く
、

い
つ

も
と

 

同
じ

状
態

だ
。
お

天
気

が
悪

い
の

で
車

も
少

な
く

、
通

常
の

時
間

で
池

原
に

 

到
着

。
ト

イ
レ

休
憩

の
後

、
登

山
口

へ
向

か
う

。
 

R
4
2
5
に

も
障

害
は

無
く

林
道

の
分

岐
ま

で
順

調
に

進
む

。
林

道
に

入
っ

 

て
す

ぐ
に

、
倒

れ
た

杉
の

枝
が

道
路

中
央

付
近

ま
で

占
領

し
て

い
る

の
で

鋸
 

で
切

除
。

以
後

、
登

山
口

ま
で

は
通

常
通

り
。

 

登
山

口
鉄

階
段

脇
の

刈
込

を
志

岐
さ

ん
に

お
願

い
し

て
、
モ

ノ
レ

ー
ル

を
準

 

備
す

る
。

 

 
 
 
 

 
 

 

小
屋

横
の

折
れ

た
枝

 
 

 
 

マ
キ

が
散

乱
 

 
 

 
 

元
通

り
に

積
み

直
し

 

 レ
ー

ル
に

障
害

物
が

な
い

か
、
し

っ
か

り
前

を
見

て
登

る
が

、
レ
ー

ル
周

 

り
も

、
周

辺
の

植
林

に
も

倒
れ

て
い

る
木

は
無

か
っ

た
。

 

第
２

ベ
ン

チ
を

過
ぎ

た
と

こ
ろ

で
初

め
て

の
倒

木
が

あ
り

、
ザ

ッ
ク

を
降

 

ろ
し

て
鋸

で
切

除
す

る
。
小

屋
迄

の
４

か
所

で
鋸

が
活

躍
、
ど

れ
も

５
㎝

程
 

の
細

い
木

だ
っ

た
。
折

れ
た

枝
が

多
数

落
ち

て
い

た
が

、
す

べ
て

排
除

し
た

。
 

小
屋

南
に

積
ま

れ
て

い
た

マ
キ

が
散

乱
し

て
い

た
が

、
志

岐
さ

ん
が

元
通

 

り
に

積
み

な
お

し
て

く
だ

さ
っ

た
。

 

小
屋

内
で

は
男

性
一

名
が

食
事

中
だ

っ
た

。
神

戸
か

ら
で

、
奥
駈
道

を
日

 

帰
り

で
歩

い
て

い
る

と
い

う
。
今

日
は
白
谷

ト
ン
ネ

ル
東

口
か

ら
笠
捨

山
 

を
ピ
ス

ト
ン

す
る
予
定

だ
そ

う
だ

。
 

倉
庫

と
管
理
棟

を
開
け

て
内
部

を
確

認
、
管
理
棟
西
側

の
奥
駈

道
に

小
さ

 

な
倒

木
、
焼
却
炉
北
側

で
も

折
れ

た
木

が
あ

っ
た

が
、
視
界

の
範

囲
に

、
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そ
れ

以
外

の
倒

木
は
皆

無
だ

っ
た

。
小

屋
の
煙
突

が
北

に
少

し
傾

い
て

い
る

 

の
が

台
風

の
影
響

と
思

わ
れ

た
。

 

 
 

 
 

 

煙
突

が
傾

い
て

い
る

？
 

 
 

 
 

水
場

に
は

折
れ

た
枝

あ
る

が
落

石
無

し
 

 １
１

時
半

に
な

っ
て

い
た

の
で
昼

食
に

す
る

。
 

先
週

、
ト

イ
レ

や
管
理
棟

の
L
E
D
照
明

が
点
灯

し
な

く
な

っ
て

い
た

が
、
 

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

ー
が
自
動
復
帰

し
た

ら
し

く
、
L
E
D
照
明

は
正

常
に
戻

っ
て

 

い
た

。
 

昼
食

後
、
監
視
カ
メ
ラ

の
電
源

を
交
換

、
動
作

確
認

し
て
作
業
終
了

。
 

工
具

を
片

付
け

て
水

場
へ

降
り

た
。

水
場

ま
で

に
も

大
き

な
倒

木
無

し
、
 

枯
枝

は
多

数
落

ち
て

い
た

が
排

除
、
水
音

が
か

な
り

上
の
ほ

う
で

も
聞

こ
え

 

て
、
流

れ
が

強
い

事
が

わ
か

る
。
水

場
は

近
年

見
た

こ
と

が
な

い
ほ

ど
の
滝

 

に
な

っ
て
流

れ
て

い
た

。
大

き
な

落
石

を
予
想

し
て

い
た

が
、
落

ち
て

い
た

 

の
は

、
長

さ
３
ｍ
位

の
折

れ
た

枝
が

一
本

だ
け

だ
っ

た
。

 

先
週
残

し
て

き
た

小
さ

な
落

石
も

、
強

い
流

れ
で
押

し
流

さ
れ

た
の

か
、
 

極
端

に
少

な
く

な
っ

て
い

た
。

枝
は

、
先

を
は

さ
み

で
切

っ
て

小
さ

く
し

 

て
投
げ

落
と

し
た

。
 

小
屋

に
戻

っ
て

休
憩

の
後

、
掃

除
機

で
小

屋
内

を
清
掃

。
先

週
は
配
膳

で
 

掃
除
機

が
使
え

な
か

っ
た

の
で

、
今

日
は
思

う
存

分
使

う
こ

と
が

で
き

た
。
 

発
電
機

の
燃
料

が
ほ
ぼ
空

だ
っ

た
の

で
、
携

行
タ

ン
ク

か
ら
給
油

。
 

空
に

な
っ

た
携

行
タ

ン
ク

は
持

ち
お

ろ
し

た
。
志

岐
さ

ん
は

小
屋

周
り

の
 

枯
枝

を
掃

除
し

て
く

だ
さ

る
。
小

屋
内

の
掃

除
が
終

わ
っ

た
の

で
、
ブ
ロ
ア

 

ー
を

出
し

て
、

志
岐

さ
ん

の
掃

除
を
手
伝

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

管
理

棟
西

側
 

 
 

 
ガ

ソ
リ

ン
携

行
缶

持
ち

降
ろ

す
 

 
 

本
日

の
参

加
者

 

 倒
木

や
落

石
が

な
か

っ
た

の
で

、
予
想

以
上

に
早

く
作
業
終
了

、
午

後
２

 

時
半

前
に

行
仙

宿
を

後
に

し
た

。
 

今
回

の
台

風
２

１
号

で
は

、
近

所
の

倒
木

や
枝

折
れ

、
家

屋
の
損
傷

な
ど

 

を
見

て
、
行

仙
宿

で
は
最

悪
倒

木
で

小
屋

の
損
傷

や
ト
タ

ン
の
剥

が
れ

な
ど

 

を
想
定

し
て

い
た

が
、
奈

良
県

南
部

は
意
外

に
も

被
害

が
な

く
て
拍
子
抜
け

 

の
感

が
あ

る
。
し

か
し

、
も

う
少

し
標
高

の
高

い
と

所
や

、
尾

根
の

風
が

通
 

り
抜
け

る
所

な
ど

、
地
形

の
条
件

が
異

な
る

場
所

で
は

倒
木

が
あ

っ
て

も
不

 

思
議

で
は

な
い

と
思

う
。
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動

行
動

行
動

行
動
タ
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ム
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ム

タ
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ム

タ
イ
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補
給

路
登

山
口

1
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0
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1
1
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1
5
行

仙
宿
・
昼

食
1
2
:
4
5
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1
3
:
0
3
水

場
→

 

1
3
:
2
8
行

仙
宿

1
4
：

2
5
→

1
5
:
0
0
補
給

路
登

山
口
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